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1. 背景
　幼児の造形活動は生活の中において体験したことをもとに想像力を働かせ、かく、
つくる、ことを軸として展開し、そしてそこで生み出したものを使用し遊んだり、飾
るものとして活用したり、見て楽しんだりなど遊びを楽しみながら展開していく。幼
児はそのプロセスにおいて様々なモノ・コトについて五感を通して学び、また、自分
の思いを言葉と共に形や色に託して表し、そしてその思いを伝え合うことを経験する。
　幼児の造形活動を多様な視点から援助する存在が保育者であるとすると、造形的な
知識・技能を含めたその指導に値する総合的な指導力の向上が課題となる。幼稚園教
育要領（平成 29 年３月公示）の中においても幼児の活動を援助する視点、指導に関
する項目がねらい及び内容として示されている。その中において幼児が活動を展開す
る状況を表す「（日常）生活の中で～」という環境の視点を含む言葉が数多く示され
ている。
　幼児の造形活動を取り巻く様々な環境において、教師（保育者）・友達・家族など
の人的環境の重要さはもちろんのことであるが、直接的に活動が展開される教室や園
庭などの物的・空間的環境の大切さ重要さも忘れてはならない。園内の空間的環境は、
幼児が教師（保育者）や友達と生活を共にする「第２の家」のような存在と例えられ
ることもある。特に教室は共同生活の場であり、また自宅と同じような意識で安心し
て過ごせる生活空間の中のひとつと言うこともできるであろう。
　また、幼稚園教育要領「第２章 ねらい及び内容：表現」には次のようなことも示
されている。
２ 内容
(7) かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなど
する。
３ 内容の取扱い
(1) 豊かな感性は，身近な環境と十分に関わる中で美しいもの，優れたもの，
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心を動かす出来事などに出会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と共
有し，様々に表現することなどを通して養われるようにすること。
　
　また、幼稚園教育要領「第１章 総則：第１ 幼稚園教育の基本」では、「教師は，
幼児との信頼関係を十分に築き，幼児が身近な環境に主体的に関わり，環境との関わ
り方や意味に気付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤したり，考えたりするよ
うになる幼児期の教育における見方・考え方を生かし，幼児と共によりよい教育環境
を創造するように努めるものとする」とし、教育の際に重視すべき事項として、以下
の点も示している。
　
　教師は，幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人一人の行動の理解と予
想に基づき，計画的に環境を構成しなければならない。この場合において，教師
は，幼児と人やものとの関わりが重要であることを踏まえ，教材を工夫し，物
的・空間的環境を構成しなければならない。
　
　幼児が教室を中心とした身近な周囲の環境と主体的にかかわる一つの方法として教
室内の装飾・掲示物があげられる。その内容・方法には様々なものが存在するが、教
師（保育者）が幼児の感覚を刺激し豊かな感性を育むことを目的とし、春に彩を添え
る雛祭りの雛壇や子どもの日を象徴する鯉のぼり、また七夕飾りなどの季節を感じさ
せるもの、幼児の誕生月にまつわるもの、様々な年間行事に関連するものを含めた各
種室内装飾・掲示物など多岐にわたる。中でも自分の作品や友達の作品を掲示し生活
の中で鑑賞活動を行う「幼児自身の作品」の掲示は代表的なものと考えられる。室内
の装飾・掲示物を掲げる際、可能な限り幼児たちに手伝ってもらうことで物的・空間
的環境と関わる為の主体性の芽生えを促すことが可能になる。
　幼児が教室を生活の場として意識していくことは、より快適に安心できる活動環境
を主体的に作り出し維持していくことにもつながることと考える。具体的には活動後
の後片付け等の清掃の大切さに気付くことも一つの例として挙げられよう。環境の構
成と保育の展開について、「幼稚園教育要領解説（現行）」第２章第３節の中では次の
ようなことが記されている。
　
　幼児の活動への意欲や主体的な活動の展開はどのような環境においても自然に
生じるというわけではない。まず，環境全体が緊張や不安を与えてしまう雰囲気
では，活動意欲は抑制されてしまう。幼児が安心して周囲の環境にかかわれるよ
うな雰囲気が大切である。その上で，幼児の中に興味や関心がわいてきて，かか
わらずにはいられないように，そして，自ら活動を展開していくことができるよ
うに，配慮され，構成された環境が必要である。＜中略＞すなわち，幼稚園は幼
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児が発達に必要な経験をすることができるように配慮された環境でなければなら
ないのである。それは，幼稚園教育が意図的な教育である以上，教師の責任に
かかわる事柄である。＜中略＞。幼児の主体的な活動を通しての発達は，教師が，
幼児の周りにある様々なものの教育的価値を考慮しながら，綿密に配慮し，構成
した環境の下で促されるのである。
　
　「緊張や不安を与えてしまう雰囲気」のもとでは思わぬ事故を誘発してしまう危険
性もあるであろう。幼児が安心して関わることが可能な、落ち着き楽しんで活動がで
きる環境と幼児との間に幼児の心をポジティブに揺り動かす何かしらのつながりを構
築することで、幼児たちの環境に対する興味関心、また「かかわらずにはいられな
い」という更なる主体的な活動・行動が生まれてくると考えられる。
　幼児の主体的な活動に影響を与える要素として材料・用具や教室を代表とした活動
空間などの物的・空間的環境、友達や保育者や保護者等の人的環境、身近な動植物を
含めた自然環境、幼児を取り巻く社会的な環境など様々なものが複雑に関連し幼児の
体験に影響を与える訳であるが、教育に際して重視すべき事項として「第１章 総則：
第１幼稚園教育の基本」には以下のような点も掲げられている。
　
３ 幼児の発達は，心身の諸側面が相互に関連し合い，多様な経過をたどって成
し遂げられていくものであること，また，幼児の生活経験がそれぞれ異なる
ことなどを考慮して，幼児一人一人の特性に応じ，発達の課題に即した指導
を行うようにすること。
　
　幼稚園就学前の幼児の状態は様々であり、入園までに経験してきている様々な事柄、
経験の積み重ね及び定着している内容、またその経験の質、等にも大きな違いがある
であろう。その様な事柄も含みながら幼児一人一人の特性に応じた、それぞれの発達
の課題に即した指導が求められている。
　
　教師（保育者）は様々な要求を満たしつつ幼児の育ちを援助し、引き出すための努
力を行うことになる。その具体的な手立ては様々考えられるが、活動の事前準備とし
て行われる教材の検証もその一つである。教師 （保育者） においては、幼児の前で展
開していく造形活動そのものを検証していくことに対してはもちろんであるが、実際
に活動が展開される環境構成や「幼児一人一人の特性に応じ，発達の課題に即した指
導を行うこと」を考えながら、その時々の活動で使用する材料の検証を行うととも
に発達の実情に合わせた幼児の造形活動 （遊び） の発展も見通したうえでの環境構成、
材料・用具の選定、またその使用方法に対して習熟した姿も必要不可欠であると考え
る。
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　教師（保育者）自身の材料や用具に対する質の高い経験やより豊富な知識は、幼児
の発達の課題に即しつつ、その造形活動を援助し、その次につながるより豊かな造形
活動の内容を提供していく上で必要なものと考える。
　幼児が環境と関わりながら感性や表現力を働かせる活動と場所は、生活場面の違い
や屋内外の場所を問わず、様々なバリエーションが考えられる。園内の空間的環境は、
幼児たちの多様な表現が生まれる場所であるとともに発表の場所である。その意味で
いえば幼児のより豊かな表現を引き出すために環境を魅力的にしていくことも、幼児
の成長を願う上で大切な要素のひとつであろう。造形表現の視点で考えていくと、園
の入り口や外壁、園庭の遊具の活用や廊下や教室 （室内） の壁面、天井、窓ガラスな
ども表現の発表の場として使用でき、また同時に、他者の造形表現に触れる場として
も活用が可能である。他者の造形表現に触れる鑑賞の活動においては自他共の造形表
現により作り出された「環境の変化」を共有していくこととなる。
　中でも天候等に左右されず多様な活動が展開でき、幼児の生活・活動の基点ともい
える教室は、どの幼児にとっても感性や表現力を発揮するべき生活環境である。この
教室を、幼児の興味関心や季節感に基づいた装飾物、また、幼児の表現した造形物で
飾り豊かにしていくことは、幼児時代における生活空間への意識の高まりを促すだけ
ではなく、５年後、10 年後、幼児の将来における自身を取り巻く環境に対しての意
識にも影響すると推測する。
　筆者が担当している「保育内容 F （造形表現）」という授業科目では、この授業内
で制作する「ステンドグラス風の窓の飾り」の活動について、これまで教育課程の中
で経験してきた造形活動全般を受講生に振り返らせ、どのタイミングでどの様な形で
行われており、またどんな思い出が記憶に残っているかを確認してきた。その傾向と
して、活動した記憶はあるものの、どの様な形態であったのかについてはあまりよく
覚えていないという意見が多く出されている。また、活動したかどうか定かではない
という回答も同程度に多い。少数ではあるが、これまでに経験したことがないという
回答もあった。
　当然ではあるがここで学ぶ学生たちは、将来幼児たちの遊びや造形活動を様々な側
面から支えていくことを求められるため、この授業科目では実践的な経験と知識の習
得を授業の柱としている。幼児の活動に沿った環境を構成するためには、幼児たち一
人一人の実情やその取り組みを理解することを大前提とし、材料に対する基本的な知
識はもちろん、幼児の実態に合わせた材料を活用していくための応用力、用具の使用
法に関しての習熟度もここに含まれる大切な要素となるからである。そのためこの授
業においては学生が抱える経験の差や知識の差を考慮し、その再確認と補完を意識し
た授業展開も行っている。
　材料や用具の使用・活用方法については様々な意見があるが、その中に次のような
見解がある。
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「幼児がそれぞれ自発的な活動を通して，自ら創造的に学んでいくことを基本に
することは，幼児教育の方法として理想的なあり方と言えるだろう。しかし，だ
からと言って，保育者自身がこうした材料・用具の基本的な性質や使用法を知ら
なくてもいいということにならないことは言うまでもない。むしろ，必要最小限
の技術・技法の指導があることで創造活動が活発に展開されることもあるのであ
る。また，保育者の側で正しく安全な用具の使い方の経験や知識がなければ，幼
児の活動がどういう状態で行われているかを正確に把握することはできないし，
援助をする必要がある時も援助をすることが不可能であり，幼児が正しく安全に
用具を使用する経験を持つことができなくなることにもつながるのである。」（前
村、1989）
　
　現実には考えられないが、ここで、ハサミの使用に関する知識や使用方法をよく理
解していない教師 （保育者） が、事前の検証や準備もなしに初めてハサミの導入を担
当する光景を想像してみる。すべての幼児が家庭でハサミの使用に関して十分に教育
されていて何も問題がないというのであれば話は別である。しかし、当然ながらほ
とんどの場合は大人のように自由にハサミを使うことは期待できず、幼児が自ら創造
的に学ぶことは前提ではあるが、活動の中での安全な使い方を含めた丁寧な指導が必
要となってくる。ハサミの安全性という視点では、大人でもうっかり自分自身の手を
傷つけてしまうということもあり、幼児の場合はなおさらである。幼児の実態を基本
とし押さえながら、実際にどの様な方法でハサミが導入されているのかを事前に知り、
その方法が可能であるかも実情に合わせて検証することが必要である。
　このことは、ハサミの導入活動直前に検証するものではなく、日々の生活の中で幼
児を詳察することを通して、日ごろから考え、準備しておくべきである。導入前の活
動や導入後の活動を想定する中で、どの様な機会にどの様な経験の中で定着させてい
くかを検討していかなければならない。これらの活動では段階に応じて様々な材料が
活用 （応用） されていくことは言うまでもないことであるが、使用する用具を含め具
体的な活動方法なども幼児の事前の経験や段階を踏まえて考えそして選定していかな
ければならないであろう。これらを体験的に考察する機会は、幼児たちの活動を援助
するための事前準備であることはもちろん、幼児教育に携わる者の造形感覚や応用力
を養う貴重な時間でもあると考える。
　そこで本研究では、堀舘 （2017） と同様の考えのもと、「光を通す材料」を活用す
る体験を通して、材料の可能性や段階に応じた活動について考察する「体験的考察活
動 （光を通す材料を用いて）」を提案し、授業において実践した。
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2.本研究の目的と方法
　本研究は「体験的考察活動 （光を通す材料を用いて） 」を提案するとともに、授業
実践を通した効果の検証を目的とする。本活動が学生に以下の機会を与え、将来の保
育者としての資質を磨くことを仮説として設定した。
　
1．色セロファン紙、折り紙等の薄紙、色付きポリシートなどの造形材料としての
光を通す様々な材料の種類を再確認し、「光を通す材料」に秘められた可能性を
体験的に考察する。
2．造形活動に関わる能力の発達を意識した上で、「光を通す材料」の活用方法につ
いて考え、「光を通す材料」が見せる様々な表情・姿に気づく。
3．造形活動の教材研究の初歩を体験する。
　
　筆者が担当する「保育内容 F（造形表現）」において、複数年度にわたって本活動
を実践し、学生（４期計 189 名）の様子や活動後の振り返りの記述内容から、その効
果を測る。
3.体験的考察活動（光を通す材料を用いて）
(1)　概要
　幼児の内容豊かな造形活動 （遊び） を援助するには、保育者が様々な材料と関わっ
て質の高い経験を有するとともに、造形活動に使用する材料に関するより豊富な知識
を持つ必要があると考える。「体験的考察活動 （光を通す材料を用いて）」では、材料
として先述の通り、「光を通す材料」である色セロファン紙を中心に扱う。「光を通
す材料」に実際に触れながら、その経験をもとに光を活用した活動の視覚的な豊かさ
について再確認し、造形的能力の発達を鑑みた材料・用具の選定、それに合わせた活
動の展開方法などを踏まえ考察を加えていく活動を行う。実際に材料に触れながら活
動し考えるため、「光を通す材料」の視覚的効果を体験するだけではなく、そこで扱
う用具や幼児の活動においての躓きの度合いに関連する技術的な難易度等も体感し確
認しながら「光を通す材料」の活用方法について考えること、またそれぞれが過去に
おいて造形的活動の中で体験してきた「光を通す材料」が見せる様々な魅力や将来か
かわりを持つ幼児たちに対する援助についての様々な気づきを期待する。換言すると、
経験に裏付けられた材料に対する知識の習得と、実情に合わせた準備物・具体的な援
助の方法への考察を、実際に材料を使用し活動する過程において五感や想像力を働か
せ意識的に取り組むということである。このことを通して幼児の造形活動 （遊び）を
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支える保育者の造形的基礎力に厚みを付け、幼児の造形活動を発展的に支えるための
応用力の涵養にもつながるものと考える。
　この色セロファン紙を中心とした「光を通す材料」を使用した活動は幼児の実態や
季節等に応じて様々なバリエーションが考えられるが、ここでは窓に飾る「ステンド
グラス風」の作品を制作するという視点に焦点を当て展開していく。この「ステンド
グラス風」の作品は表面が黒色等の明度が低い紙素材 （色ラシャ紙等） に任意の穴を
あけ、その穴をカラフルな色セロファン紙等の「光を通す材料」で覆い塞ぐように貼
ることで形づくられるとてもシンプルな造形物である。この授業の中での活動の軸は、
材料にふれ合いながら制作過程を楽しむことはもちろんのこと、出来上がった「ステ
ンドグラス風」の制作物を窓に貼り並べ、屋外からの自然の光をバックライトとして
活用し、「ステンドグラス風」の制作物を見て楽しむことでもある。その中で自分の
作品や友達の作品のそれぞれから伝わる、また並べられたみんなの（アッサンブラー
ジュ的な）作品 （図 1-a、図 1-b） を鑑賞することを通し、鑑賞者は透過光が生み出
す色彩や形づくられた形態についての視覚的な体験を楽しみ、そしてそれぞれが感じ
たことをもとに言語活動を通じてお互いに感動を発信し合い、出来上がった喜びを
共有することも体験した。この点幼児の活動についても同じことが言える。「第２の
家」として見慣れた景色のいつもの教室 （空間） がいつもと少し違う雰囲気に変化す
る。自然の光に助力されそこに現れた幻想的な色彩と形態から受ける視覚的作用に加
え、部屋の窓に自分の制作物が掲げられる嬉しさ （気恥ずかしさ） を感じつつ、教室
内の変化を楽しむことを通して生活環境に対しての意識の高まりも期待できるところ
である。
　
　
　
図1-a学生作品展示風景2016（背景用紙なし）
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　またこの活動は、「光を通す材料」を扱う諸々の造形活動にもつながる教材研究の
一環としての役割も兼ねる。ここでは将来の保育者である学生自身が造形活動 （遊
び）に使う材料に触れながら、その材料の可能性について知り、また学生が感覚的に
感じることを通して、幼児が活動時に経験する感覚の事前検証を含めた、教材研究の
初歩を体験する。幼児が遊びの中から学ぶモノ・コトの質的要素の向上や遊びの中か
ら様々な経験を積み重ねていく幼児の遊び （学び）を系統立てて考え、援助する力に
もつながっていくことが期待できる。
(2)　活動の流れ
　堀舘（2017）と同様、「体験的考察活動」は、A. 「光を通す材料」についての振り
返り、B. 「光を通す材料」の確認、C. 実情に合わせた様々な展開例の確認と活動に使
用する用具の確認と使用方法、D. 制作活動・展示鑑賞活動、E. 制作活動の振り返り
の５段階から構成される。この５段階は、週１コマ 90 分の授業を２コマ使用し完結
する。以下では、各段階について、具体的に説明する。
　
A.「光を通す材料」についての振り返り
　過去の教育課程の中で経験してきた「光を通す材料」を用いた造形的活動につ
いての記憶を振り返る。
　
B.「光を通す材料」の確認
　身の回りに存在し、幼児の造形活動 （遊び） で使用できる「光を通す材料」に
ついてどのようなものがあるかグループ内の発言を促しながら、書画カメラで撮
影した具体的な材料を大型モニターに投影しクラス全体で確認していく。
　「光を通す材料」の透明度、薄さ、材質等も確認し、情報を共有し新たな気付
図1-b学生作品展示風景2017（背景用紙あり）
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きを促し、透明な材料でなくても薄さやその材料の持つ色合いに関連してバック
ライトによる光の透過効果が生まれ「光を通す材料」として活用可能であること
を確認する。日常生活の中で見られる透過光、反射光の効果やその特性などもこ
こで確認をする。
　
具体的な提示材料例
色セロファン紙、カラーポリ折り紙、折り紙 （スタンダード）、
半紙、透明アセテートフィルム、色付きポリ袋、コピー用紙 （白）、
トレーシングペーパ （ー無地・柄付き）、色ラシャ紙、色工作用紙、段ボール
　
C. 実情に合わせた様々な展開例の確認と活動に使用する用具の確認と使用方法
　幼児の造形的能力に関わる段階を踏まえて、どの様な事前の活動経験があるか、
また幼児の扱う用具の適時性を鑑みながら活動に必要な材料を含む援助の考察と
確認を参考作品イメージの提示とともに行う。情報の共有と新たな気付きを促す
活動。
　
C－①　幼児の造形的能力に関わる段階と材料・用具の視点からの考察。
・ハサミを使用した活動が行えないケースを想定した材料 （その他準備物） と制
作方法（事例）の確認。
ア―ポリ素材（折り紙、シート）にペンで描く（図２）
イ―事前に切った材料（黒ビニールテープ）を貼る（図３）
ウ―事前に切った台紙をつなぎ形にしていく（図４-a）
・ハサミの使用を想定した材料（その他準備物）と制作方法の確認。
ア―黒い紙台紙を折らずに目的の穴をあける（図５）
イ―黒い紙台紙を折って切り、目的の穴をあける（図６）　
ウ―黒い紙台紙に複雑に穴をあける（図７）
図2ポリ折り紙にペンで描いた例 図3ビニールテープで形取る例
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C－②　展示環境の視点からの考察。
・窓に展示できない（展示に適した窓がない）ケース。
ア―アルミホイルの活用・反射光の利用（図８）
イ―展示用背景紙の活用（図 1-a: 用紙なし、図 1-b: 用紙あり）
ウ―「光を通す材料」の効果を活かすその他造形活動の視点
図4-bフレーム内に図4-a の手法で
形取る例
図4-a帯状に切って用意した紙をつ
ないで形取る例
図5切込み（点線）穴をあ
けるイメージ
図6用紙を折り、切る（折り目と穴の形状）
図 7　複雑に穴をあける（カッター併用）例（学生作品）
　　　左 : 色セロファン、中 : 色セロファン ･ポリ折り紙 ･折り紙、右 : 折り紙
図8アルミホイルの活用・反射光の利用例（学生作品）
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D. 制作活動・展示鑑賞活動
　ここで行う制作活動は幼児の活動を想定しそれを再現するものではなく、学生そ
れぞれの感覚や考えをもとにアイデアを出し、次の制作のルールに従い作品を制作
する。
　
指定した色数（重ねの混色を含む）の使用。幼児が活動時に使用する方法も併用。
制作の材料：A4 版黒色ラシャ紙（台紙）、色セロファン紙、カラーポリ折り紙、
折り紙など
制作の用具：ハサミ、でんぷんのり、スティックのり、セロファンテープ、鉛筆、
水彩色鉛筆、消しゴム
　　　　　　※学生の必要に応じてカッター、カッターマット
　
　この制作活動では、用具 （ハサミ、のり、セロファンテープなど） を使用し安全
な形で何がどこまでできるのか、そしてできないのか、また幼児と活動を行う場合
はどの様なことに留意すべきかを具体的な活動の体験を通して確認と考察を各自が
行うことを期待する。
　出来上がった作品は実際に窓に展示し、自他共の完成作品を鑑賞しそれぞれの個
性に気付き合う機会とするとともに、展示する際の留意点や展示に関連する新たな
気付きを促す機会として鑑賞活動が展開されることを期待する。
　
E. 制作活動の振り返り
　考察活動も含め活動全体を振り返り、活動を通しての気付きや感想をレポートと
してまとめる。課外活動。
4.体験的考察活動（光を通す材料を用いて）の実践の結果と考察
　2014 年度以降、「保育内容 F （造形表現）」において、「体験的考察活動 （光を通す
材料を用いて）」を４回実践してきた。以下では、提出された振り返りレポートの中
から２章で掲げた仮説に関連する代表的な記述 （視点） や特筆すべき記述 （視点） を
抽出し、考察を記す。
　
(1)「色セロファン紙、折り紙等の薄紙、色付きポリシートなどの造形材料としての光
を通す様々な材料の種類を再確認し、『光を通す材料』に秘められた可能性を体
験的に考察する」について
・自分が思った以上に「光を通す材料」の種類が多いことに気づかされた。
・折り紙やその他薄手の紙でも作れ、また色セロファン紙とは発色が異なるが十
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分に刺激的な発色を確認できたのは驚きだった。
・色セロファン紙を重ねて使用することで混色できることに気づいた。混色する
ことでどれだけの色を作り出すことができるのか試してみたくなった。
・色セロファン紙以外の材料を使用できることに驚いた。授業で扱ったもの以外
でも様々な活動に使える材料があると思うので探してみようと思った。
・厚みのある色紙は使えないことは想像できたが、同じ紙の厚さの折り紙でもそ
の紙に着色された色によって光の透け具合や色の輝き方が違うことを確認でき
た。
　
　学生自身も造形活動に関わらず日常生活の様々な場面で「光を通す材料」に触れな
がら生活をしている。その中で造形活動に活用可能な材料も数多く存在しているはず
である。生活の中での経験で、当たり前の事象として無意識にやり過ごしてしまって
いると思われる部分を、この体験的考察活動を通して意識的に捉えることを経験し、
その過程で様々なことを感じていたようである。ここでの経験は「光を通す材料」に
まつわる様々な過去の記憶（感覚）の掘り起こしも含め、過去に経験してきた内容を
あらためて想起する機会にもなっていた。本活動に使用した色セロファン紙を代表と
した材料だけではなく、幼児が活動の中で使用可能な様々な「光を通す材料」に対
しても同様に意識的に捉えていくことで「他にも活用可能な材料があるのではない
か？」と探求する視点も、振り返りのレポートの中に見て取ることができた。重ねて
混色できることに対した視点の中には「混色時の色の変化を楽しむ」ことと合わせて、
重ねの混色で複雑な色味が作れることを通して、色セロファンならではの表現力（表
現の幅）が幼児の感性を豊かに育むことにつながるのではないかという気付きの内容
も記されていた。また、「光を通す材料」を単に造形活動のための平面的な一材料と
して捉えるだけではなく、その材料が持つ光を透過する特性を踏まえた視点で材料を
捉え直していたことが窺える。例えば、工作遊びと関係させた平面及び立体的な「光
を通す材料」の活用の視点や着色した水をペットボトルやプラスチックのカップ等に
入れて楽しむ色遊びの活動との共通点を見出す視点等、より広く柔軟に捉え方にも変
化が生まれたと推察される。
　
(2)　「造形活動に関わる能力の発達を意識した上で、『光を通す材料』の活用方法につ
いて考え、『光を通す材料』が見せる様々な表情・姿に気づく」について
・例示にもあったが、ハサミがまだ使用できない、うまく接着剤が使えない、な
どの様々な子供の状態に合わせた活動が考えられ、材料の選択、活動方法につ
いても工夫でき「光を通す材料」の活用方法が様々に考えられることが理解で
きた。
・光を通した色セロファンや薄手の紙類が活動する前に思っていたよりも綺麗で
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楽しかった。
・色セロファン紙を中心に作成した。重ね貼りや並べ方の工夫次第で色彩の豊か
さが変化することに気付いた。
・色セロファンには艶があり、折り紙には艶がない。種類の違う材料を組み合わ
せることも面白いと感じた。
・ステンドグラス風の作品作り以外でも「光を通す材料」が利用できる遊びにど
んなものがあるか、どんな場所で何ができるか興味が湧いた。
・制作中の作品の見え方と窓ガラスの上に展示した作品の見え方が異なっている
ことに気づいた。制作後の提示方法を考えていくことも大切になると感じた。
　
　振り返りの記述の中で、材料に対して柔軟な捉え方ができることに気づき、学生た
ち自身の視点が変化した記述内容も数多く見られた。以前は「光を通す材料」に対し
てある種の限定的な活動イメージをあてはめて幼児の活動を考える傾向があった。し
かし、この「光を通す材料」は、幼児の実情に合わせて「ねらい」を設定し、内容や
展開方法、使用する技法などを保育者側で工夫することで多くの活動バリエーション
を生み出すことができるということを知り、実際に活動することで、そうした変化が
生じたようである。
　実習形式の造形活動の中では、楽しみながら様々な種類の「光を通す材料」を経験
しつつ材料ごとの発色や質感の違いを感じ、また重ね貼りにより生まれる混色の効
果等も活かした作品が多数生み出された。その制作活動の中で目を引いた光景が雪
だるまや空に漂う雲等の白色のイメージを再現する姿である。あるテーブルで活動を
する学生は材料との出会いに恵まれ白色のポリ折り紙を貼り白色を表現していた。同
じテーブルの別の学生は透明なセロファン紙を用いて白色の表現を試みるが難航する。
どうしても白色にしたい部分に背景が見えてしまう。その学生のテーブルでは前者の
学生がポリ折り紙の白を大量に使用していて使うことができない状況であった。その
中で、ある意味苦渋の選択としての透明なセロファン紙の選択のようであった。友人
の助言を含めて白い紙がそのまま使えることに気付き、透明なセロファン紙に重ねて
使用することで艶のある白色の表現が完成した。最初の材料との出会いには恵まれな
かったが、友人との対話的な関わりを通して新たな別の材料との出会いや材料を重ね
て使用する効果を活動の自然な流れの中で身をもって体験し新たな学びを深めた瞬間
でもあった。この姿は実際の幼児たちの活動でも観察しうる光景である。限りある材
料をみんなで仲良く使用する視点はとても重要である。時には仲良く使用できずに喧
嘩になることもあるだろう。学生の活動の中で観察できた大切なもう一つの視点は、
工夫を凝らして問題を乗り越えていくということである。幼児の中で行われる様々な
遊びも同じ観点でとらえることができるであろう。限りある様々な状況下で活動が展
開し、さらに楽しく遊ぶために工夫を凝らし活動が発展していく。学生はこの活動を
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通して幼児の活動に寄り添った援助のための大切な視点も体感している。
　実際に出来上がった作品の展示方法や活用方法について「背景や光源の有無による
作品の見え方（印象）の違い」を感じ様々な方向に作品を掲げ眺める行為や「制作中
のラシャ紙を望遠鏡のように丸めのぞき込み」その効果を確かめる姿、「窓、壁面だ
けではなく透過した光が床や地面に映る様をたのしむ方法はどうだろうか」「昆虫や
雲などのイメージで形づくり、天井からつるしたら楽しそう」という意見や、「園庭
に段ボールのトンネルを作り、その中に色の光が差し込む光の小窓を作ったらキレイ
で面白そう」など教室の窓以外の空間的環境を意識した視点での意見も生まれた。
　
(3)「造形活動の教材研究の初歩を体験する」について
・デザインのアイデア出しが難しかった。以前学んだ子供の生活に即した興味
関心を示す活動やその活動につながる事前の体験がとても大切ということが分
かった気がする。
・セロファンを台紙に貼るための「のりしろ」をある程度太く切り残すのが難し
かった。子供たちと行う際には図柄の細かさも含めてひと工夫必要だと思った。
・事前に簡略化した小活動を行い、これから何を行うのかという視点で幼児の理
解を促すことも幼児の状態によっては必要なことだと考えた。
・接着剤としてセロファンテープと固形のりを使用したが、接着剤のベタベタ
が色セロファン類の見せる部分にくっつき汚れてしまいとても不快に感じモチ
ベーションが下がった。そうならない為の工夫も必要と考えた。
・はさみを使用する時には、安全に活動ができるようにその前に行ってきている
活動から十分にはさみの使用方法を伝え定着させていかなければと感じた。安
全な活動は前提だが万が一の対応も考えておく必要があるとも感じた。
・はさみでの加工以外でも手でちぎる方法で行うとより味のある面白い個性的な
作品ができるのではないかと考えた。
・材料を裏からではなく表から貼ってしまい貼り直す際、はがすと汚くなるので、
はがさずに黒マジック等で修正するのはどうだろうか。
・幼児が自由に考えながら活動ができる環境を作っていきたい。
　
　何かを制作することに対しては、日ごろから慣れ親しんでいる学生が少数ながら存
在する一方、そうでない学生も数多く存在し、アイデアの段階で躓く学生の中には
「頭が固くなりました」との感想を表明する例があった。ここでの活動に関わらず、
大人も子供も変わらず何を作ったらよいか、また描いたらよいのかを決めかね苦心す
る姿に接することがある。中には全くアイデアが思いつかずどうしたらよいのかも分
からないという姿も見かける。また、その中で、周りの友達の作業の進み具合を伺い
ながら気持ちばかり焦り、考えがまとまらないケースもあった。何もない所から何か
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を生み出すことは困難なことであると考える。その困難に立ち向かうためには、造形
活動の足掛かりとなる過去の経験が大切になってくる。「活動の動機付けは活動以前
より始まっている」と言われるが、アイデアが浮かばず手が止まってしまうというこ
の活動の中の体験は、日ごろからの動機づけの大切さを再確認する機会の提供という
意味を持つ。友達の活動の様子を見たり、またアドバイスを聞いたり、時には材料に
触れる中で考えがまとまり活動を開始する学生もいれば、手が進まない学生もいる。
興味関心を喚起する働きかけは様々考えられるが、中でも幼児の躓きの原因や度合い
を詳察した上での教師 （保育者） の声掛けの援助がとても大切になってくる。「振り
返りレポート」にもその点に関した記述も見ることができた。躓きやトラブルは活動
開始時点ばかりではない。活動において使用する材料との関わりの中や、用具を使う
プロセスにそれは発生するかもしれない。また友だちとの関係性の中でもそれらは起
こりうる。幼児の主体的で、自由で楽しく、また学びのある豊かな表現活動が成り立
つには、それを援助する物的・空間的環境構成の視点や、それを支える人的環境であ
る保育者の援助の在り方、さらに、それらがより効果的に機能することが重要である。
「事前の準備は適切であるか」、「他に考えておくことはないだろうか」など幼児の活
動をより豊かに支えるための様々な準備があってこそ、それは実現されるものである。
活動に関連する様々な場面を想定した教材の事前検証が大切な所以のひとつである。
　以上のように、「体験的考察活動（光を通す材料を用いて）」を通して、意識的に
「光を通す材料」に関するモノゴトを捉える視点が学生の中に芽生え、それぞれが手
ごたえを感じる姿が見られた。それぞれの仮説に関して、「体験的考察活動」が学生
に考察や気づき、体験の機会を与え、新たな知識を得るとともに、「光を通す材料」
に対する考え方や態度が変容したと言える。
　しかしその一方で、前後の遊びや教材のつながり、幼児の経験の蓄積を含めた「幼
児の実態に合わせた教材化」の視点を理解した上で考察する活動を展開しているにも
かかわらず、「大人でも難しい、幼児には難しすぎる活動だ」「ハサミを指導できるか
不安だ」「カッターを使用しなければ細かいところがくり抜けない」等少々思慮に欠
けた意見も少数ではあるが出てしまっている。そのため、その後の授業時に誤解して
いる学生に向けての補足や誤解点を正す時間を設けているが、その効果を検証できて
いないのが現状である。この点は今後の課題に含まれる部分でもある。
5.今後の課題
　A.「光を通す材料」についての振り返り、B.「光を通す材料」の確認、C. 実情に
合わせた様々な展開例の確認と活動に使用する用具の確認と使用方法、D. 制作活動・
展示鑑賞活動、E. 制作活動の振り返り、の５段階から構成される「体験的考察活動」
について、振り返りレポートの記述内容から、「体験的考察活動」は学生に考察や気
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づき、体験の機会を与え、その結果、学生は新たな知識を得るとともに、「光を通す
材料」やそれを用いた造形活動に対する考え方や態度が変容したと言える。ただし、
今回は量的な検証を行っていないため、今後、質問紙調査やインタビューを行い、量
的に検証する必要がある。
　「体験的考察活動」については、模索し、試行錯誤しながら実践しているのが現状
である。１講義時間（90 分）で２週にわたる中で本活動を展開しているが、その中
でも「C. 実情に合わせた様々な展開例の確認と活動に使用する用具の確認と使用方
法」の活動を中心に、「D. 制作活動・展示鑑賞活動」での材料に触れる中で考えるこ
とができる時間を十分に確保することが大切であると感じている。また前述したが、
「E. 制作活動の振り返り」の記述に対するフィードバック、特に誤解が生じている
意見に対してのより丁寧な情報の修正と定着を含めた全体に対する情報の共有の方法
とそこに必要な時間にはまだまだ工夫の余地がある。
　「C. 実情に合わせた様々な展開例の確認と活動に使用する用具の確認と使用方法」
については、現状では「光を通す材料」を使用した窓に飾る造形物を幼児の造形的発
達の側面を意識し使用する用具と制作方法、具体的な作品完成イメージを例示する中
で知識として基本的な技法を知る内容までにとどまっている。部分的に幼児の活動時
に使用する方法も制作の中で併用し生かす試みも行ってはいるが、しっかりとそれら
の方法を追体験し、そのプロセスの中で知識や技法を咀嚼する、また整理・考察する
ための造形活動を行う機会が必要であるとも考える。
　本研究では、材料として「光を通す材料」を扱い、関連した様々な材料についても、
学生が、現物に触れながら活動のプロセスを通して、幼児が造形活動（遊び）の中で
実際に扱う材料について感覚的な要素も含めて多角的に知り、その材料の特性に加え、
幼児が主体的に取り巻く環境に関わりを持つという観点と照らし合わせながら、幼児
の実情（できること、できないこと）に合わせた活動展開に関する可不可の視点や実
情に対する援助の方法、安全性の再確認を行った。これらを確認することで幼児の活
動に沿った様々な援助を準備することが可能になるとともに、幼児の主体的・対話的
で深い学びを実現するためのプロセスを理解し、その活動環境を構成していく上でも
大切な視点であると考える。
　
　幼稚園教育要領解説の中に次のような記述がある。
　幼児が何らかの活動をしているときには，その活動をしていることによって絶
えず状況は変わっていく。＜中略＞このように，幼児は遊ぶことによりその遊び
の状況を変え，状況を変えつつ遊びを展開させていく。教師は幼児の遊びにかか
わるとき，幼児の遊びのイメージや意図が実現するようにアドバイスしたり，手
助けしたりして幼児が発達に必要な経験を得られるような状況をつくり出すこと
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が大切である。このように，教師は幼児の活動の流れに即して，幼児が実現した
いことをとらえ，幼児の思いやイメージを生かしながら環境を構成していくこと
が大切である。このようにして，幼児自身が自ら学び，自ら考える力の基礎をは
ぐくむことができ，主体性を育てることができるのである。
　
　保育者は、幼児の活動を取り巻く環境構成の一要素である。そして、学生が将来、
保育者として援助する造形活動の主体者は幼児である。学生各自が本授業で経験した
視点から考察しつつ、保育者として幼児と関わることで、幼児にとっても、材料に対
する知識の獲得や基本的な用具の使用方法の習得、造形的能力を含めた表現力を育む
主体的な姿を形成するための一助になるのではないかと考え、また願うものである。
　まだまだ試行錯誤の段階ではあるが、これらの点を踏まえつつ今後も日々の造形活
動における幼児なりの試行錯誤の働きかけの姿を見守り、またそれを支える保育者
（学生）の視点を育むために、具体的な造形活動の題材と連動させ、より充実した学
生による主体的な学びの場が提供できるよう内容を検討し実践していきたい。
引用・参考文献
浅見均編著『子どもと表現』, 日本文教出版 , 2009
花原幹夫編著『保育内容 表現』, 北大路書房 , 2005
保育総合研究会監修『新保育所保育指針サポートブック』, 世界文化社 , 2008
堀舘秀一「紙素材を用いた幼児の造形活動の指導法に関する実践的研究－体験的に考
察する学習活動を中心として－」,『創価大学教育学論集』（第 69 号）, 創価大学教育
学部・教職大学院 , 2017, pp.29 -41.
熊本高工編著『表現の指導 造形』, 同文書院 , 1990
厚 生 労 働 省 , 保 育 所 保 育 指 針 , http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-
11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000160000.pdf, 2017（閲覧日2017年10月16日）
前村晃「第４章 表現の保育の内容 造形を中心とした表現」（黒川健一・小林美実編
著『保育内容 表現』（第２版）, 建帛社 , 1989, pp.74 -75.）
槇英子著『保育をひらく造形表現』（第２版）, 萌文書林 , 2008 
無藤隆監修, 浜口順子編者代表『事例で学ぶ 領域 表現』, 萌文書林 , 2007
文部科学省, 幼稚園教育要領, http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/12/1384661_3_2.pdf, 2017（閲覧日 2017
年 10 月 16 日）
文 部 科 学省, 幼 稚 園 教 育 要 領 解説, http://www.mext.go.jp/component/a_menu/
education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/1304415_003.pdf,2008（ 閲
覧日 2017 年 10 月 16 日）
－ 60 －
幼児の造形活動の指導法に関する体験的考察活動に基づく教育実践
Educational Practice of Teaching Method  
for Formative Activity of Infants Based on Learning 
through Experiential Consideration on Materials
— Using Translucent Materials —
Hidekazu HORITATE
The aim of this paper is to propose “experiential material consideration activities” to 
consider translucent materials for formative activity, and to practice it in class and to verify 
its effect, based on previous research. In the activity, which consists of five phases, in 2 
class lessons, learners make stained -glass style works with color cellophane paper and other 
materials, recognize translucent materials again and consider them.
Since 2014, the activity has been practiced four times in “Childcare contents F (formative 
expression)”. The reflection reports written by the students reveal that the activity gave 
the students an opportunity to notice, consider and experience so that they could got new 
knowledge and change their idea and attitude of translucent materials and modeling play using 
them. The limitation of this paper is that there is little objective evidence, so questionnaire 
surveys and interviews will be planned in order to verify the learning activity quantitatively in 
the future.
